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研究対象は広島の成人健康調査対象者で、1970 年から 72 年に反応時間と握力の測定を行っ
た当時 35 歳から 74 歳までの 4901 名、2007 年末までの追跡を行った。死亡は原死因を死亡
小票で評価し、国際疾病分類により心疾患死亡と脳卒中死亡を確定した。反応時間と握力の測







[反応時間 1 秒低下によるハザード比は心疾患死亡：1.08（95％信頼区間 1.04-1.13）、脳卒中







強弱群、反応時間を遅速群に 2分し、反応時間 1秒又は握力 1kgの変化による脳卒中死亡を解
析した。反応時間 1 秒の変化によるハザード比は、握力弱群で 1.17（95％信頼区間 1.11-
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判  定  合  格 
 
上記 3名の審査委員会委員全員が出席のうえ，平成 30年 11月 1日の第 76回広島大学研究












 なお，本人は平成 30年 8月 20日に施行した学位審査に伴う外国語試験（英語） 
に合格している。 
 
 
  
 
